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い（Blackwell et al.2002，Edwards et al.2005，






































ニス・軟式テニス・卓球の 5 競技とし，被験者は W
大学各部に所属している大学リーグのレギュラー
クラスの選手とした．各競技の被験者は，バレーボ
ール 8 名［年齢：20.1±1.0 歳，経験年数：10.5±
2.1 年，性別：男 8 名］，バドミントン 6 名［年齢：
19.8±1.5 歳，経験年数：10.2±2.7 年，性別：男
6 名］，硬式テニス 7 名［年齢：20.9±1.2 歳，経験
年数：12.7±2.7 年，性別：男 7 名］，軟式テニス 8
名［年齢：20.6±1.1 歳，経験年数：10.0±2.7 年，
性別：男 8 名］，卓球 9 名［年齢：19.2±1.3 歳，
































   
   
 




すべての競技で，a) side 試行，b) center 試行，
c) game 試行の 3 試行を実施した．1 試行は 5 球
のサーブを 1 セットとし，4 セット行い，合計 20 球
のサーブとした．この際，ネットしたボールは除き，



























瞬 間 の 画 像 を 抽 出 し ， 動 作 解 析 ソ フ ト Frame 
DIAS Ⅳ（DKH 社製）を用いて画像上のボールを
デジタイズした．8 点の較正点の 2 次元座標値か










を結ぶ線を serve-Y 軸，ターゲットを通り serve-Y


















正規化距離 ＝ d / L × 100  （%） 
正規化 Xserve ＝ Xserve / L × 100  （%） 
正規化 Yserve ＝ Yserve / L × 100  （%） 
縦横比 ＝ 正規化 Yserve / 正規化 Xserve 
 
5．統計処理 


































図 3  serve-X・serve-Y 成分の正規化距離による縦横比（＊：p < 0.01） 
*は有意に 1 と異なることを示す．バドミントンの side 試行では左右方向への分布が大きくなり， 
硬式テニス・軟式テニス・卓球では全ての試行で前後方向への分布が大きくなる． 
各競技におけるターゲットからの正規化距離の






























ぞれ有 意 な差 を認 め（p<0.01），試 行 条 件 では






図 5 ターゲットからの正規化距離の標準偏差（ばらつき）（％）（＊：p < 0.01） 
2 元配置分散分析の結果，有意な交互作用は認められず，試行条件の有意な主効果が認められた． 




















































































































いる動作と同様の結果が得られた（Messier et al. 































使用してきた（Blackwell et al. 2002，Edwards et 
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